








その他のタイトル A Study on Landowners' Intention to Utilize
Underused Lands in Suburban Residential Areas






に関する調査研究 ー 福岡県宗像市を対象として ー
A Study on Landowners' Intention to Utilize Underused Lands 








































住宅団地は、 開発から40～ 50年が経過した現在、 急
激な高齢化、 人口減少に直面しており、 同時に低未
利用地が増加している。 適切な管理が行われない低
来利用地が増加すれば、 景観の悪化や防災 ・ 防犯性
の低下、 地域コミュニティの弱体化につながる恐れ




























































































































市町名｜宗像市 l 糸島市｜古賀市｜福津市 l
望者家率I 9.7百I 9.4目I 7.8弛I 10.5% 
市町名｜水巻町｜岡垣町｜新宮町｜遠賀町




























































が多いため、 客観的 ・ 統計的な傾向の分析が困難で
あると判断した質問項目は削除している。 質問項目
は、l章で述べた「所有地の新規利活用意向」や「所






付き合い ・ 連絡」 を設定した。
一 125 -









































































































































日弛 20唱 40拍 60拍 80弛 100弛
現在賃貸 ・ 売却の募集をかけている






独立性の検定 x 2=22.4a P 値＝0 000 1%有意
残差分析 **1%有意 ＊ 5%有意
（＋｝割合が高い（ー）割合が低い
図12 新規利活用意向と暫定利用状況









。% 20% 40明 日日唱 8日明 100% 
回よく知っている巴大体知っている日あまり知らない ・全く知らない


































「畑」であるが、 人の手が定期的 ・ 高頻度で入ると
いう点からは景観上 ・ 治安上の問題は小さい。 「果樹
園」「庭」も同様であり これらの用途の転換を急ぐ
必要性は大きくなかろう。この意味では、 「 特に利用




































か。 図15に 「所有地の公的利活用意向J を問うた結
果を示す。 公的利活用に対して意欲的な所有者（ 「積
極的に協力したいj 「 どちらかといえば協力したいと
















口% 50% 100% 
i : 26.7% I 
現在賃貸 ・ 売却の募集をかけている郎会やややややゆ�· ． ‘ 量圃













































0% 20% 40% 60% 80% 100% 
積極的に協力したいと思う










日% 20% 40% 関% 80% 100% 
どちらかといえば協力したいと恩わない
(n=38) 




01地 20% 40% 60% 80% 100% 
回よく知っている ロ大体知っている 日あまり知らない ・全く知らない













































～59歳 0.5516 2.5984 
年齢
60歳～69歳 0.5400 1.2334 
70織～79歳 0.0127 1.0113 
80；鞍～ 0.4243 2.4682 
宗像市内 1.3844 0.2063 
現在の居住地 福岡県内 1.0331 0.1521 
福岡県外 1.1696 0.1766 
所有地の暫定利用状況
利用している 1.3214 0.0835 
特に利用していない 明1.0854 0.0686 
所有地の取得経緯
購入 0.0512 1.0605 
相続 0.0794 1.6438 
～1979年 -0.9019 -2.0109 
所有地の取得時期 1980年～1999年 0.5350 0.3803 
2000年～ 0.4538 1.7316 
所有地または あり 1.7467 0.0422 
その近燐での居住経験 なし ー0.8734 -0.0211 
よく知っている 2.0066 0.4417 
所有地近隣住民の認知度
大体知っている 0.9231 0.5134 
あまり知っている 0.6533 0.3170 
全く知らない 1.3672 0.8031 
所有地近隣住民との あり 1 0013 ー0.6399
現在の付き合い ・ 連絡 なし ー1.1265 0.7198 
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日% 20% 40% 60% 80% 100% 
回現在賃貸 ・ 売却の募集をかけている固3年以内に新規利活用を行いたい
ロ現状のまま所持したい




日% 20% 40% 60% 80% 100% 
国積極的に協力したいと思う 回どちらかといえば協力したいと思う
日どちらかといえば協力したいとは思わない・協力したいとは思わない








































タ ー ゲットとして、 県外に居住している所有者や所
有地を暫定利用していない所有者に狙いを定めるこ
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